
◆汲取予定日に留守になる家庭は隣近所に頼んでおいてください。
◆土・日曜日、祝日は休みです。
◆野洲・三上・北野・祇王・篠原学区については、汲取の必要な場
合は予定日の２日ほど前から汲の赤い旗を作業員の見える所へ出し
てください。旗が出ていないときは、汲取はできません。
◆汲取の申し込み・支払いは、直接業者へ。
問い合わせ…環境課☎ 589－ 6431、℻589 － 5069

汲取予定日 行政区および字名
4日・5日 大畑・七間場

6日・7日・10日 行畑・野洲
11日～ 13日 小篠原・桜生・駅前
14日・17日 市三宅・妙光寺
18日～ 20日 三上
21日・25日 北桜・南桜

26日～ 28日 五反田・山田・縄手・
樋ノ尻・稲辻・冨波南

【奥村興業】
☎ 587－ 0015 、℻587 － 0352
フリーダイヤル☎ 0120 － 424110

汲取予定日 行政区および字名
4日・5日 久野部・竹生・北野一丁目
7日 冨波甲・冨波乙・五之里
10日 辻町・上永原
11日 上町・下町・上屋
13日 江部・中北・北
17日 小南・高木
18日 篠原駅前・長島
20日 成橋・街道
25日 入町・大篠原東町・大篠原西町

27日・28日 小堤
【近江美研】☎、℻同左

汲取予定日 行政区および字名
4日～ 6日 比留田
10日 西河原・吉地
11日 乙窪・北比江

13日・14日 比江・松林
17日 吉川・菖蒲
18日 六条
20日 井口・堤・安治

25日・26日 須原・野田・五条
28日 虫生・木部・八夫

【近江美研】
☎589－4870、℻589－2759

旧野洲川の自然林観察会
森の木の実や落葉・鳥を観察して

木の実も食べてみよう
　市三宅地先の旧野洲川北流
の中堤防には豊かな森が残っ
ています。ここで今回、季節
の植物と鳥の観察会を行いま
す。みんなでムクノキやクル
ミの実などを探して、おいし
く食べる体験も予定していま
す。
日時…11 月 16 日㈰午前 9 時
～正午※少雨決行
会場…市三宅地先の旧野洲川
北流付近に集合（参加者には
後日地図を送付します）
対象…どなたでも、小学 4年生以下は保護者同伴
指導者…野間直彦さん（滋賀県立大学環境科学部専任講師）
参加費…無料
持ち物…飲み物、帽子、雨具（雨天の場合）、歩きや
すい服、筆記用具
主催…環境基本計画推進会議「水と緑･安心の野洲」
緑の推進委員会、市街地整備課、環境課
申し込み・問い合わせ…11 月 13 日㈭午後 5時までに、
住所 ､氏名 ､ 年齢 ､ 連絡先（電話･ファクス）を市街
地整備課☎ 587 － 6324、℻586 － 2176

～子どもに安全をプレゼント～

子どもの事故予防教室
　ちょっとした気配りで防ぐことのできる子どもの
事故。救急救命士や保育士と一緒に「子どもの安全
をプレゼント」する方法を学びましょう。応急処置
の実技もあります。
日時…12 月 2 日㈫午前 10 時～ 11 時 30 分
会場…野洲健康福祉センター（辻町 433 － 1）
対象…乳幼児とその保護者、先着 30 人
持ち物…筆記用具、母子健康手帳、わが家の安心ガ
イドブック（お持ちの方）
申し込み・問い合わせ…11 月 4 日㈫～ 21 日㈮に野洲
市子育て支援センター☎ 518 － 0830、℻518 － 0831

( 汚泥再生処理センター )

 グリーンハットを
　      一般公開します
  広く住民の皆さんに汚泥再生処理センターの業務
内容を理解していただくために、施設の見学会を開
催します。自由に参加体験できる「処理水をよりき
れいにする」ミニ実験コーナーを設けています。
日時…11 月 8 日㈯・9日㈰午前 9時～午後 4時
会場…湖南広域行政組合環境衛生センター（草津市
集町 404 －１）
その他…処理工程から生成された、し尿汚泥焼却灰
のサンプルを希望により配付します。（肥料登録済で
すので、土壌改良や園芸用肥料として利用できます）
また、し尿焼却灰を利用して栽培した「さつまいも」
を配付します。（数量限定）
申し込み・問い合わせ…湖南広域行政組合環境衛生
センター☎ 568 － 0251、℻ 568 － 3484
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■小泉武寛（鋳造工芸作家）鋳造銅鐸ギャラリー展示
　11 月 9 日㈰まで
■第 14回部落史学習会「近代の部落史に学ぶ」
　日時…12 月 7 日㈰午後 2時～ 4時
　講師…秋定嘉和さん（大阪人権博物館長・京都部落問題
　　　　研究資料センター所長）※事前申込不要・無料
■歴史入門講座（博物館学芸員がお話しします）
　・野洲の祭りと年中行事／行俊勉／ 11 月 15 日㈯
　　午後 2時～ 3時 30 分
　・近江天保一揆／古川与志継／ 11 月 29 日㈯午後
　　2時～ 3時 30 分

　

現
代
の
結
婚
式
は
、
神
社
や
教

会
、
寺
院
な
ど
で
行
わ
れ
る
ほ

か
、
ホ
テ
ル
や
式
場
な
ど
、
色
々

な
場
所
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
以
前
は
自
宅
に
親
類
や
近

所
の
人
を
招
待
し
て
宴
席
を
設
け

る
形
が
一
般
的
で
し
た
。
そ
の
よ

う
な
婚
礼
の
よ
う
す
を
記
憶
さ
れ

て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

で
は
、
さ
ら
に
以
前
は
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
。

　

博
物
館
で
調
査
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
古
文
書
の
中
に
、
江
戸
時
代

の
婚
礼
の
様
子
が
わ
か
る
も
の
が

残
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
古
文

書
か
ら
わ
か
る
江
戸
時
代
の
婚
礼

と
村
の
つ
き
あ
い
を
紹
介
し
ま
す
。

　

１
８
５
６
（
安
政
３
）
年
の
も

の
で
、
表
紙
に
「
嫁
入
諸
色
買
物

并
貰
物
受
納
覚　

茶
屋
町
振
舞
儀

式
献
立
覚
帳
」
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
嫁
入
り
に
必
要
な
買
い
物
、

お
祝
い
や
お
返
し
、
振
舞
い
の
献

立
な
ど
を

記
録
し
た
帳
面
で
す
。
こ
こ
に
記

さ
れ
た
「
振
舞
」
と
は
、
嫁
入
り

の
あ
る
家
で
親
族
や
近
所
に
酒
食

を
振
る
舞
う
こ
と
で
す
。
で
は
こ

の
帳
面
に
書
か
れ
た
内
容
を
見
て

い
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
最
初
に
献
立
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
項
目
は
、
親
類

中
振
舞
献
立
・
御
方
献
立
・
茶
呼

献
立
・
若
連
中
献
立
・
に
わ
は
き

献
立
、
の
五
つ
で
す
。
親
類
中
振

舞
献
立
と
は
、
婚
礼
当
日
に
親
類

を
招
い
た
披
露
の
宴
を
指
し
ま

す
。献
立
の
内
容
は
、「
御
飯
」・「
お

け
」・「
平
」・「
膾な

ま
す」・「
魚
」・「
御

酒
」・「
さ
か
な
」、
と
書
か
れ
て

い
て
、
本
膳
料
理
が
出
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
次
に
書
か
れ

た
御
方
と
は
、
招
待
者
と
し
て
八

名
の
名
と
寺
院
名
が
書
か
れ
て
い

ま
す
の
で
、
近
所
の
人
を
呼
ん
で

披
露
し
た
宴
を
指
し
た
よ
う
で
す
。

そ
の
他
に
ど
の
よ
う
な
人
を
招
待

し
て
い
た
の
か
を
簡
単
に
説
明
し

ま
す
。
茶
呼
は
婚
礼
の
翌
日
の
午

後
、
婿
方
の
家
で
嫁
の
母
親
・
嫁
・

仲
人
が
出
席
し
て
婿
方
の
親
類
の

女
性
を
招
い
て
宴
を
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。
若
連
中
と
は
村
の
若

者
を
呼
ぶ
披
露
の
宴
、
に
わ
は
き

と
は
一
般
的
に
は
打
ち
上
げ
を
指

す
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
で
一
連
の

披
露
が
終
了
す
る
席
の
こ
と
を
指

す
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
村

むらの付き合い
～江戸時代の婚礼記録から～

◎弥生の森歴史公園の落ち葉をゆずります。
　開館日に博物館受付へ

の
人
を
呼
ん
で

振
舞
い
を
す
る

と
い
う
こ
と
か

ら
、
婚
礼
と
い

う
行
事
が
新
た

に
村
の
一
員
に

加
入
す
る
た
め

の
儀
式
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　

振
舞
い
の
他

に
、
町
な
み
お

こ
わ
だ
し
・
他
所
お
こ
わ
だ
し
、

と
い
う
項
目
も
書
か
れ
、
お
こ
わ

を
送
っ
た
先
の
人
名
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
町
な
み
は
村
の
近
所
の

こ
と
、
他
所
は
他
村
の
こ
と
を
指

し
ま
す
。

　

ま
た
、「
た
め
銭
」
と
い
う
項

目
も
あ
り
ま
す
。
た
め
銭
と
は

元
々
は
贈
り
物
を
も
ら
っ
た
時
に

そ
の
お
礼
と
し
て
元
の
容
器
に
入

れ
て
返
す
銭
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
こ
の
た
め
銭
の
風
習
は
、
近

畿
地
方
で
は
婚
礼
の
お
返
し
に
渡

す「
お
た
め
」と
し
て
現
在
も
残
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代
の
婚
礼

は
、
親
戚
や
村
と
い
う
共
同
体
へ

加
入
す
る
重
要
な
儀
式
で
し
た
の

で
、
詳
細
な
記
録
を
残
し
て
、
次

の
婚
礼
の
参
考
と
し
た
の
で
す
。

（
歴
史
民
俗
博
物
館
調
査
員 

吉
川
邦
子
）

■友の会２０周年記念事業「こどもの広場」
　12 月 7 日㈰午前 10 時～正午 /紙芝居・姫傘
　づくり・展示見学

婚礼の記録（安政 3年）

茶呼の献立


